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2.2.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 佐藤 裕幸 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，コンピュータアーキテクチャ，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，基盤システム演
習 C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究･制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
高速処理特論，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Takanori Kashiwag, Jun Sawamoto, Hiroyuki Sato, Yuji Wada, Norihisa Segawa, and Eiji Sugino, A Proposal 
of P2P Content Delivery System for Supporting Streaming Applications, International Workshop on 
Informatics 2013 (IWIN2013), pp.3-8, September 2013. 
2) Yuji Wada, Takuya Segawa, Jun Sawamoto and Hiroyuki Sato, Proposal and Evaluation of Collaborative 
Attribute Method  in Text Recommender Systems for E-Learners, International Workshop on Informatics 2013 
(IWIN2013), pp.41-48, September 2013. 
3) Yoshiki Suzuki, Jun Sawamoto, Norihisa Segawa, Eiji Sugino, Hiroyuki Sato, and Yuji Wada, LOCAL 
ADVERTISEMENT DISTRIBUTION SYSTEM BASED ON THE LEVEL OF USER'S INTEREST AND THE DISTRIBUTION DISTANCE, 
International Conference on Applied and Theoretical Information Systems Research, November 2013. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 狩野大地，佐藤裕幸，澤本潤，和田雄次, 分散環境におけるデータベース仮想化技術の実行効率測定のためのシ
ミュレータの開発，電子情報通信学会技術報告，Vol.113，No.389，IN2013-140，pp.133-138，2014 年 1 月. 
2) ゾリーグ・アナラ, 萩庭篤史, 佐藤裕幸, タブレットＰＣを用いたＡＧＶの自律走行制御における走行精度の向
上, 電子情報通信学会技術報告，Vol.113，No.433，ITS2013-46，pp.93-98，2014 年 2 月. 
3) 萩庭篤史, Zorig Anar，佐藤裕幸, 自律走行 AGV における標識の画像認識と交差点での応用, 電子情報通信学会
2014 年総合大会, A-17-6, 2014 年 3 月. 
(e) 研究費の獲得 
1) トヨタ自動車東日本との共同研究：100 万円． 
2) 三菱電機との共同研究：50 万円． 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 佐藤裕幸, 並列処理装置, 特許第 5452335 号, 特許登録, 2014 年 1 月. 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
全学アドミッション・オフィス入学試験連絡調整会議構成員, 全学入試連絡調整員 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部入試実施委員会副委員長 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 東京電機大学大学院未来科学科情報メディア学専攻 特別講義（インテリジェントコンピューティング特論：GPU
プログラミングとその応用） 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) トヨタ自動車東日本との共同研究 
2) 三菱電機との共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電気学会 論文誌 C 査読委員 
2) International Workshop on Advances in Networking and Computing (WANC) プログラム委員  
3) 電子情報通信学会 オンラインレター誌 IEICE Communications Express (ComEX) 査読委員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
タブレット PC を用いた画像処理による AGV の自動走行制御 
タブレット PC に搭載されている高性能プロセッサを活用することで，工場内のレイアウト変更に伴うガイド軌線
の張り替えを不要とする無人搬送車（AGV: Automated Guided Vehicle）の画像認識による自動走行制御システムの
研究開発を行っている．本システムでは，カメラ画像よりエッジ検出を行って通路端を算出して走行方向を求める．
今年度は，床面のノイズ除去方法の工夫と，画像を分割して画像処理することで直進走行の精度の向上を行った．
当初，蛇行が多く 10 メートル程度しか走行できなかったものが，ほぼ直進で 100 メートル以上走行可能となった．
また，交差点に標識を設置し，認識した標識を指標にして AGV を標識（通路）と平行な状態にし，画像上の標識の
大きさが一定以上になった時に，その地点から旋回・直進に必要な指示を出すことで，交差点での走行を実現した．
更に，従来の磁気テープを貼り直すよりも容易になるように，画面タッチのみで操作できる走行経路を指定するシ
ステムを実現した．  
今後は，周辺の明るさに対応したエッジ検出及び複数の AGV の走行制御を行う予定である． 
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職名： 准教授 氏名： 蔡 大維 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 III，数値計算の理論と実際，ソフトウェア演習 A，システム演習 A，B，C，基盤システムゼミ A，B，卒
業研究 A,B 
(b) 研究科担当授業科目 
知的設計特論 I，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Dawei CAI、Realization of Autonomous Guidance Service by Integrating Information from NFC and MEMS, 
Proceeding of ICCSE 2014, Jan, 2014 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 蔡 大維、龍泉洞の観光客向けの自動音声案内システムの開発、情報処理学会第 76 回全国大会、2014 年 3 月 11
日 
(e) 研究費の獲得 
1) 岩手県立大学地域協働研究(地域提案型) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
国際学生交流支援委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部学生委員会，国際・学術委員会 
(c) 学生支援 
留学生アドバイザー 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
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(b) 企業・団体などにおける活動 
1) （株）NEC エンジニアリングとの共同研究 
2) （株）盛岡博報堂との共同研究 
3) （株）東北 TKR との共同開発 
4) 国立科学博物館との共同研究 
5) 岩泉町観光協会との共同研究 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) ISC 2013  International Program Committee 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
赤外線通信と低消費電力の無線通信のような通信機能と優れるマルチメディア再生機能を融合した超軽量ウェアラ
ブルタイプの観光案内端末及び高度な展示管理システムを提供する。観光スポットに設置される NFC タグからの信
号を受信すると、観光客の所在地に関係する音声案内を自動的に始める。従来の展示番号を入力する方法と比べて、
観光客に負担をかけずに、優れたユニバザイルデザイン性を実現する。また、独自のデータ放送アプローチを用い
て、数百台の端末に一斉に音声案内コンテンツを配信する機能を提供し、施設側の管理負荷を大幅に低減する。観
光客行動履歴の自動集計機能で、施設側に観光客の観光傾向を正確に把握し、観光客満足度の向上及び経営の効率
化など経営改善に有効な手段を提供する。 
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職名： 助教 氏名： 片町 健太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習Ｃ，基礎教養入門, コンピュータ入門, 学の世界入門, プロジェクト演習 I/II, 基盤システムゼ
ミ A/B, 卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
該当無し 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
1) ソフトウェア演習Ｃでの学生の理解を補助するために，頻繁に学生研究室に出向き，理解度の向上に努めた． 
2) 学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ，プロジェクト演習Ⅱにおける進捗確認などのためにソフトウェア演習と同
じく学生研究室で作業の確認や質疑応答などを行う時間を週に 1時間以上とった． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) 片町健太郎，猪股俊光,榑松理樹, ソフトウェア情報学のための高校数学 新課程版，三恵社，2014/3 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
該当なし 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
職場委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
業績管理委員会，入試検討委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
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(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 岩手県農業研究センターとの共同研究 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
該当なし 
(f) その他 
ＡＦＲ「農業ＩＴ活用研究会」所属 
 
[主な業績］ 
・ 教育活動について 
ソフトウェア演習Ｃでの学生の理解を補助するために，学生研究室に出向き，週に 3～4 時間程，学生に理解できて
いないところの質問に答える時間を設けた．これにより，学生研究室によくいる学生の理解度は向上した． 
・ 研究活動について 
岩手県農業研究センターと協力して，情報技術の農業分野への適用を行っている．具体的には 
1) センサネットワークを用いた圃場の情報を収集するシステムの構築・運用． 
となる． 
 
また，インターネットが利用できない場合に本学の IC カード内蔵の学生証の情報を NFC の機能を持ったタブレット
端末で読み取ることにより，学生証を端末にかざすだけで安否確認を高速に行えるアプリケーションの開発を行っ
た。 
  
